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■■ 要約 ■■

マーケティングリサーチを行う株式会社クロス・マーケティング（代表取締役
社長 五十嵐幹 東京都中央区）は、エレクトロニクス・ITと医薬・医療・バ
イオ分野を中心に様々な調査を行っている株式会社シード・プランニング
（代表取締役 梅田佳夫 東京都台東区）が提供する「医薬品創薬の共同研究
契約実務ガイド」を販売開始しました。

詳細URL：http://www.cross-shop.jp/products/detail.php?product_id=610

■■ 商品概要 ■■

◇共同研究およびオプション権付与に関する契約実務のすべてがわかる！
◇共同研究の契約前から契約後まで、国内外多岐に渡るプレーヤーの立場を検
討し、利害調整の指針を提示！
◇共同研究契約およびCDA、MTAなどの雛形を掲載し、考慮すべき事項をわかり
やすく詳細に解説！

近年、大手製薬企業は、自らの研究領域を補完するために、より早期のシーズ
に導入対象を求めざるを得なくなっており、ベンチャー企業・アカデミアとの
共同研究が活発になってきています。それに伴い、共同研究に関わる契約実務
は、医薬ライセンス契約の中で一段と重要性を増しているところです。

しかし、従来から取り扱われてきた一定の開発段階にある化合物のライセンス
とは異なり、場合によっては未だその骨格すら姿を現していない医薬候補品の
ライセンスの取り扱いは、オプション権の扱いなど、極めて複雑で高度な検討
を要します。また、契約に関わるプレイヤーも、ベンチャー企業や公的な研究
機関の役割が増大し、製薬企業と激しく対立する例も見られることから、「製
薬企業同士とは異なる利害調整をいかに行うか」が契約の成否に大きな影響を
与えるようになってきています。

2010年4月  に発刊した「医薬バイオ・ライセンス契約の実務ガイド」では、基礎
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的な国内・国際ライセンスのスキーム作り・契約交渉、契約諸条件の設定など
について解説し、さらに、実務的なライセンス契約の雛形(英文・邦文)を提示
し、皆様からご好評をいただきました。

シリーズ第2弾となる本書では、特に、ベンチャー企業、製薬企業、アカデミア
などそれぞれの機能と立場を検討し、共同研究の枠組みについて考察を加え、
共同研究、オプション契約、さらにはCDA、MTAについての雛形と指針を提示し
ています。また、契約交渉における論点についても幅広く取り上げ、共同研究
・オプション契約において遭遇するあらゆる事象に対応すべき内容を盛り込み
実務的なガイド・ブックとなることを目指しました。

本書は、製薬企業で事業開発・ライセンス部門、知財・契約部門で長年の実務
経験を持ち、前作を執筆した、医薬ライセンス契約の専門家グループによる書
き下ろしです。
医薬バイオ分野でのライセンス・事業開発ご担当者様のみならず、広く医薬品
研究開発に携わる皆様に、お役に立てば幸いです。
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■■ 商品詳細 ■■

商 品 名：医薬品創薬の共同研究契約実務ガイド
発 刊 日：2011年6月30日  
発 行：株式会社シード・プランニング
販 売：株式会社クロス・マーケティング
判 型：A4 / 290ページ
頒 価：
■製本版 105,000円（本体価格100,000円、消費税5,000円）
■製本＋CD-ROM 126,000円（本体価格120,000円、消費税6,000円）
※CD-ROM版とは、雛形をテンプレートとしてお使いいただけるものです。
※別途送料500円

詳細URL：http://www.cross-shop.jp/products/detail.php?product_id=610

【お申し込み方法】
上記URLよりお申し込みください。

【お支払い方法】
法人様・・銀行振込みの後払いとなります。
商品と同封、または別送にて請求書と納品書をお送りいたしますので、振込み
期日までに指定口座へお振込みください。

個人様・・銀行振込みの前払いとなります。
お申し込み後に請求書をお送りいたします。
ご入金が確認されましてから、商品を発送いたします。

■■株式会社クロス・マーケティングについて■■

株式会社クロス・マーケティングは、国内130万人超の大規模モニターを軸に
生活者の「生」の声を主にインターネットを活用して収集するマーケティング
リサーチ会社です。
生活者の嗜好の多様化や、商品サイクルの短期化に対応するため、ネットリサ
ーチの優位性である「スピード」「コスト」に加え、「品質」を最大限に重視
したリサーチサービスを展開しています。
調査企画から設計、実査、集計・分析レポートまで、マーケティングリサーチ
に関するあらゆるサービスをトータルにサポートいたします。

■■株式会社クロス・マーケティング会社概要■■
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名称：株式会社クロス・マーケティング
本社所在地：東京都中央区銀座8丁目15番2号銀座COMビル6Ｆ
代表者：代表取締役社長 五十嵐 幹
設立：2003年4月  
URL：http://www.cross-m.co.jp/

■■ 本件に関するお問い合わせ先 ■■

株式会社クロス・マーケティング
Cross Shop 販売窓口担当
Tel：
Fax：
Mail：
Facebook：http://www.facebook.com/pages/Cross-Shop/164004066984033
twitter：http://twitter.com/cross_CS
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